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連結業績の推移 

18/3期予想 
 売上高：   7,000億円 
  前期比+2.4%、除く為替+3.0% 

 営業利益：   360億円 
   前期比+1.1%、除く為替+9.8% 

 当期純利益：  100億円 
  特別損失100億円を織り込み  
 年間配当：15円＊中間7.5円,期末7.5円 

   創業100周年記念配当5円を含む 

営業利益率 

 注：「当期純利益」は、「親会社株主に帰属する当期純利益」を示しています。 

17/3期実績 （）内は前回公表 

 売上高： 6,833億円(6,500億円) 

  前期比△4.7%、除く為替+3.6% 

 営業利益： 356億円 (300億円) 

  前期比△25.4%、除く為替+1.9% 

 当期純利益： 28億円 (30億円) 

  独占禁止法関連等の特別損失を計上 

 期末配当：5円 ＊年間10円 

（億円） （億円） 

17/3期は円高の影響を受け、前期比で売上高と営業利益が減少（為替を除くと増収増益） 
18/3期は前期比で増収増益を見込むも、経費等の増加で営業利益率は△0.1pt減少 

「NTN100」 
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*データは全て中期計画「NTN100」の為替レート（US＄110円、€130円）に換算した物量の推移を示しています。 

「NTN100」の為替ﾚｰﾄに換算した 
物量の推移* 

＋12% 
15/3比 
（対比は他同様） 

＋10% 

＋37% +2% 

＋12% 
±0% 

ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ （「NTN100」販売目標に対するｺﾒﾝﾄ） 

 自動車向け補修は順調に販売が増加するも 

 新興国を中心とした経済環境の低迷を受けて 

 産業機械向け補修の需要が伸びず全体では未達 

自動車事業 （「NTN100」販売目標に対するｺﾒﾝﾄ）      

 北米における堅調な需要とEV向け新規案件などで 

 販売規模が増加し概ね想定通りに進捗 

産業機械 （「NTN100」販売目標に対するｺﾒﾝﾄ） 

 風力や減速機、航空機向けなどは比較的好調も 

 建設機械や農業機械の需要が期待に届かず未達 

「NTN100」の進捗：事業形態別販売と営業利益 

為替の影響を除いた販売物量では、ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ事業と産業機械事業が当初目標を下回り、 
自動車事業は、当初目標に対してほぼ想定通りに進捗 

（億円） 

為替の影響を除いた営業利益では、 
自動車におけるﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄの収益改善が進むも、 
産業機械補修や産業機械OEMの販売規模が低下し、
全社の営業利益への改善効果が限定的となる見通し 

営業利益率 
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ブランド力の向上 
「ｱﾙﾃｰｼﾞｼﾘｰｽﾞ」の拡大 
模造品対策ﾗﾍﾞﾙの導入（4月） 

 注：棒グラフは指数化した物量推移を表しています。また、CAGRは13/3期から17/3期の5年間の年平均成長率です。 

「NTN100」の進捗：アフターマーケット事業 

産業機械向け補修は市場環境の悪化から伸び悩むもブランド力の向上に取り組む 
自動車向け補修は欧米を中心に順調に販売が増加 

欧州の販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 米州の販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 

米州と欧州で自動車用の商品ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟを拡充 

18/3 
YOY 
+1％ 

Industry 

AM 

Auto 

AM 

自動車向け補修の 
販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 

産業機械向け補修の 
販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 

18/3 
YOY 
+3％ 

CAGR-0% 

構成 

ﾎﾛｸﾞﾗﾑやﾏｲｸﾛ文字 
などで模造対策 

「ﾃｸﾆｶﾙｻｰﾋﾞｽｶｰ」で訪問 

年間で約900社 
を訪問し、技術
講習会を開催 

2年間の取り組みでｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾏｰｹｯﾄｼｪｱが2桁台に到達（国内ｼｪｱは約50％に）*当社推計 

引き続き各施策を推進、生産と物流リードタイムの短縮等で顧客サービスを強化 
MRO案件の販売拡大に注力で、NTNブランドの向上と販売拡大に取り組む 

「ﾊﾝﾃﾞｨ型異常検知装置」の販売 

世界最高水準 
の軸受性能 
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業種構成 

 注：円グラフは17/3期の業種構成比を、棒グラフは指数化した物量の推移を表しています。 
    CAGRは13/3期から17/3期の5年間の年平均成長率です。特に説明のないYOYは17/3と18/3の物量比較です。 

「NTN100」の進捗：産業機械事業 

主力の建設機械向けは、 17/3期後半から需要が回復、18/3期前半も堅調に需要回復 
風力発電や変減速機（ﾛﾎﾞｯﾄ）、航空機などの注力する業種は好調 

産業機械事業の 
販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 

17/3下期から販売が増加 
上期の前期比（YOY）△4％が 
下期のYOY+9%に好転 
18/3期もYOY+4%の増加を見込む 

建設機械向け需要が 
下期に急回復 

17/3上期YOY△6％ 
17/3下期YOY+34% 

YOY 
+15％ 

YOY 
+14％ 

YOY 
+6％ YOY 

+4％ 

YOY 
+4％ 

建設機械：高付加価値商品の市場投入 
風力発電：洋上発電機用 大形軸受の開発 
変減速機：ﾛﾎﾞｯﾄ用次世代減速機用軸受の開発 
航空機   ：欧州での航空機用軸受生産能力を拡大 
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高い汎用性（標準化によるシリーズ化） 小型化（薄型） 

「電動ﾓｰﾀ・ｱｸﾁｭｴｰﾀ」ｼﾘｰｽﾞ 

2025年度 
売上高300億円 

を見込む 

「NTN100」の進捗：自動車事業とEV（関連）事業 

堅調な需要と、ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ事業の構造改革、新技術による標準化等を推進し順調な進捗 
自動車の電動化や自動運転などに対応した「電動ﾓｰﾀ・ｱｸﾁｭｴｰﾀ」等の市場展開を推進 

自動車事業の 
販売ﾄﾚﾝﾄﾞ 

商品別構成 

他 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ 

ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 
世界ｼｪｱNo.１ 

世界ｼｪｱNo.2 ﾘｱ用軽量ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ 
（ﾗｸﾞｼﾞｭﾗﾘｰFR車用） 

標準化されたADSﾓｼﾞｭｰﾙ 
（電子ﾋﾞｰﾑ溶接＋PCS接合） 

新商品・新技術と生産能力の増強で 
強い基盤商品の事業拡大と収益強化 多軸荷重ｾﾝｻ 

内蔵HUB 

過酷環境 
対応HUB 

米NTK第2工場 
2018年4月量産 

米NDA 
2017年4月量産 

燃料電池車 

電気自動車 

ﾌ゚ﾗｸ゙ｲﾝﾊｲﾌ゙ﾘｯﾄ゙車 

ハイブリッド車 

内燃機関車 

台
数
（百
万
台
） 

生産台数の伸び 
(出所 IEA2014) 

自動車の電動化や自動運転に対応 
基盤商品に加えて「NTN100」で掲げる 
新事業領域・EV（関連）事業を拡大 

新ｲﾝﾎｲｰﾙﾓｰﾀ 

ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄ 
ﾊﾌﾞﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 
の継続採用 

＋ 
電動化対応商品 

ﾒｷｼｺ工場 
2015年12月量産 

米NTN-Bower 
BJｶｾｯﾄ量産 

 注：円グラフは17/3期の自動車事業における商品構成比を表しています。 
    CAGRは13/3期から17/3期の5年間の年平均成長率です。 
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１．「ハイブリッド街路灯」を販売（2016年7月） 

   風力と太陽光で発電し、自動的に夜間にLED照明を点灯 
   ・ 静かな独立電源で、停電時も安心・安全なあかりを提供 
   ・ 災害発生時には緊急避難情報の受発信にも活用可能 
   ・ 監視機能追加で防犯効果向上に貢献 

「NTN 100」 の進捗：自然エネルギー事業 

静岡県磐田市 
「いわたｴｺﾊﾟｰｸ」で実証試験開始 

*発売時期については2017年5月時点の見込みであり、変更の可能性があります。 

革新的な“翼”技術を活用した自然エネルギー商品の事業化を推進 

２．「NTNマイクロ水車」と「小形風車（10kW）」を順次発売 

 

① 国内外の無電線地域にあかり、通信機能（Wi-Fi）等を提供 
② 全国自治体等との連携を強化 
③ 創業100周年事業の一環で被災地復興や防災用に寄贈 

・ 農業用水路等に置くだけで発電 
・ 高効率で安定した発電 
・ 無電線地域でも容易に発電・給電 

・極めて静かで高効率発電 
・国内で実証試験を開始 
・NK認証の取得を推進 

Jul.2016 Launch （台） 

「NTNマイクロ水車」（2017年6月予定*） 

 
「小形風車（10kW）」 （2017年12月予定*） 
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１．「ﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸ型高速角度制御装置」の用途開発を推進 
   ﾄﾞﾗｲﾌﾞｼｬﾌﾄの技術を活かした特殊なﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸ機構 
   ・ 小型で広い可動角度範囲を実現 
   ・ 高速・高精度な位置決め動作が可能 

「NTN 100」 の進捗：ﾛﾎﾞｯﾄ関連事業 
             ｻｰﾋﾞｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 

「人との協働、共生」と「ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀを活用」をﾃｰﾏに新領域で事業化を推進 

２．「風力発電装置用状態監視ｼｽﾃﾑ（ＣＭＳ）」の高度化と他分野の展開 
   長年培った軸受診断とｾﾝｼﾝｸﾞ技術を活用して稼働状態を常時監視 
   ・ 洋上をはじめ広範囲な地域に対応 
   ・ 遠隔で測定と診断が可能 
   ・ 学習機能と自動診断により異常を早期発見 

① 自動生産設備へ導入を提案 
② 溶接工程など熟練技術の代替を提案 
③ 顧客や他企業とのコラボレーションを推進 

Jul.2016 Launch （台） 

「ﾊﾟﾗﾚﾙﾘﾝｸ型 
高速角度制御装置」 

精密洗浄ｼｽﾃﾑとｺﾗﾎﾞ 
（画像提供：エア・ウォーター㈱） 

① 解析技術のさらなる高度化を推進 
② 鉄道車両など他分野への展開 

状態監視ｼｽﾃﾑ  
「Wind Doctor

 ® 
」 

他分野へ展開 
安全と安心に貢献 
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「NTN 100」 の進捗：経営基盤の強化 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ統制とﾘｽｸ管理の強化（進捗） 

１．ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝCSRの推進 
    人権・労働慣行、環境、腐敗防止など社会的な課題への対応 
      ＊国連ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾝﾊﾟｸﾄ10原則を支持 

    取引先さまに、説明会（２回/年）やアンケート（約350社）などで、対応を依頼 
      ＊調達基本方針の下、CSR調達ガイドライン、NTNグリーン調達基準書に基づいた対応 
      ＊紛争鉱物使用の調査や、不使用に向けた取り組み 

 ２．「法令遵守」の徹底 
    「ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会」、「公正取引監察委員会」、「CSRｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ会議」の開催 
      ＊贈収賄防止規定制定、eラーニングなどの啓蒙活動 
      ＊海外出向者、子会社経営者へのｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽとマネジメント教育を実施 
      ＊海外地区内部統制課とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙで内部統制を強化 

 ３．「ﾘｽｸ管理」の体制強化 
    ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築し、「ﾘｽｸ管理委員会」でｸﾞﾛｰﾊﾞﾙにﾘｽｸの発生防止・軽減 
    「事業継続管理（BCM)」を本社、磐田（モデル地区）で構築し、他事業所へ展開 

 ４．経営基盤の強化に向けた投資 
    IT基幹システム再構築のための無形固定資産投資 
    17/3期：59億円、18/3期：約85億円 ＊財務、人事システムが順次稼働 

 

CSRｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ会議 
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「NTN100」の進捗：主な経営指標 

収益改善や在庫削減などの効果で、2年目まではFCFの創出が想定以上となるも、 
独占禁止法関連や訴訟関係などの費用計上により当期純利益が減少し、関連指標が低下 

3年間

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

実績 実績 通期見通し

有利子負債の削減（為替影響除く） 262億円削減 18億円削減 22億円増加 △257億円削減 600億円削減/3年間

在庫削減（在庫回転率） 4.0回転/年 4.0回転/年 4.1回転/年 4.1回転/年 4.5回転/年

設備投資額 363億円/年 354億円/年 440億円/年 1,157億円/3年間 1,350億円/3年間

ＦＣＦ 125億円/年 212億円/年 0億円 337億円 670億円/3年間

自己資本比率 29.2% 28.7% 29.1% 29.1% 30.0%以上

ﾈｯﾄD/Eﾚｼｵ 1.1 1.1 1.1 1.1 1.0以下

ＲＯＥ 6.3% 1.2% 4.3% 3.9% 14%超

3年間

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

実績 実績 通期見通し 平均

営業利益率 6.7% 5.2% 5.1% 5.7% 8.8%

3年間

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

実績 実績 通期見通し 平均

配当 年間10円 年間10円 年間15円 - -

配当性向35% 配当性向188% 配当性向80% 配当性向67% 配当性向30%が基本

１．資産効率の向上

２．売上高利益率の向上

３．株主還元

「ＮＴＮ100」 目標

「ＮＴＮ100」 目標

「ＮＴＮ100」 目標

合計（金額）
平均（率）
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2017年3月期 決算のポイント  

  2017年3月期の実績 

◇売上高： 6,900億円、前期比△270億円（△3.8%） 
◇営業利益： 350億円、前期比△128億円（△26.7%） 
◇親会社株主に帰属する当期純利益：  
         160億円、前期比+10億円（+6.4%） 
◇為替レート：1US$=105円、1EURO=120円。 

2017年3月期の見通し（上期および通期） 

2018年3月期の見通し 

◇売上高： 6,833億円、前期比△337億円（除く為替+256億円、+3.6％の増収） 

◇営業利益： 356億円、前期比△12１億円（除く為替+8億円、+1.6％の増益） 

◇特別損益： △147億円(特別利益+21億円、特別損失△169億円) 

◇親会社株主に帰属する当期純利益： 28億円、前期比△122億円 

◇期末配当5.0円を実施予定。(年間10円、前期と同じ)  

◇売上高： 7,000億円、前期比+167億円（+2.4%） 

◇営業利益： 360億円、前期比+4億円（+1.1%） 

◇特別損益： △100億円 

◇親会社株主に帰属する当期純利益： 100億円、前期比+72億円 

◇配当については、年間15円を予定（中間・期末ともに、普通配当5.0円＋記念配当2.5円） 

◇為替レート:1US$=110円、1EURO=115円 
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１．連結損益 
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２．地域別売上高    
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３．事業形態別売上高・営業利益   
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４．事業形態別業績（四半期推移） 
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５-１．営業利益増減 （’１７年３月期） 
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５-２．営業利益増減 （’１８年３月期） 
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６．所在地別 売上高・営業利益 （日本・米州） 
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６．所在地別 売上高・営業利益 （欧州・ｱｼﾞｱ他） 
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７．棚卸資産 
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８．有利子負債 
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９．設備投資・減価償却費 
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１０．キャッシュ・フロー 
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（ご参考） 

 事業形態別販売における 

 17/3期実績と18/3期予想に関する 

 主な販売増減コメントを掲載 
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ご参考 
ｱﾌﾀｰﾏｰｹｯﾄ事業：17/3期実績と18/3期予想 

      市場規模は縮小を予測 

      ｼｪｱ向上や案件発掘を強化 
日本 

      ﾀｰｹﾞｯﾄ業種への販売促進 

  ｵｰﾄﾊﾟｰﾂは代理店ﾈｯﾄﾜｰｸを強化 
米州 

      大手代理店向けの販売促進 

  ｵｰﾄﾊﾟｰﾂも代理店向けの販売促進 
欧州 

      ｱｾｱﾝでは販売増を見込むものの、 

  中国は景気の不透明感により伸び悩み 

ｱｼﾞｱ他 

＜18/3期予想：対17/3期の販売増減ｺﾒﾝﾄ＞  売上高 
（億円） 

営業利益率 

＜17/3期実績(対16/3期)＞ 売上高1,045億円(△8.0%),営業利益140億円(△20.9%) 

• 円高の影響を除いても減収減益（売上高△0.2%,営業利益△4.0%） 

• 自動車補修は好調を維持するも産業機械補修が景気低迷の影響を受けて販売減 

2017/5/16 29 



ご参考 
産業機械事業：17/3期実績と18/3期予想 

売上高 
（億円） 

      建設機械は新興国向け需要で増加 

      ﾛﾎﾞｯﾄ用の変減速機向けで増加 
日本 

      建設機械は新造車両がやや回復 

      風力向けは前期の反動で減少     
米州 

 風力発電関連の需要が増加 

 新規の航空機ｴﾝｼﾞﾝの影響で増加 
欧州 

 中国は風力発電が増加 

 ｱｼﾞｱは建設機械や工作機械が減少 

ｱｼﾞｱ他 

＜ 18/3期予想：対17/3期の販売増減ｺﾒﾝﾄ＞ 
営業利益率 

＜17/3期実績(対16/3期)＞売上高986億円(△5.3%),営業利益16億円(△71.1%) 

• 円高の影響を除くと増収減益（売上高+1.8%,営業利益△26.8%） 

• 主力の建設機械向けが年度後半に需要回復へ転じ、ﾛﾎﾞｯﾄ向け減速機も好調。 
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ご参考 
自動車事業：17/3期実績と18/3期予想 

 新ﾓﾃﾞﾙ立上り効果はあるものの、当社 

 北米への生産移管の影響でほぼ横ばい 
日本 

 新車生産計画の見直しの影響はあるも、 

 ﾒｷｼｺ製造の新案件立上りで増加 
米州 

 生産台数は横ばいであるものの、 

      主要客先の需要好調により販売増 
欧州 

 中国市場の継続的な成長と、ｱｾｱﾝの 

 日系二輪向けの堅調な需要により増加  

ｱｼﾞｱ他 

＜ 18/3期予想：対17/3期の販売増減ｺﾒﾝﾄ＞ 営業利益率 売上高 
（億円） 

＜17/3期実績(対16/3期)＞ 売上高4,802億円(△3.8%),営業利益200億円(△18.2%) 

• 円高の影響を除くと増収増益（売上高+4.8%,営業利益+11.9%） 

• ｱｼﾞｱ他地域の好調な市場環境や、中国新工場の量産開始が寄与 
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